
水量の増減
汚濁進行　
生態系劣化

自然共生型国土基盤整備技術の開発

水物質循環、生態系の課題

・都市への過度の集中
　ヒートアイランド、水質悪化
・人工的な都市構造
　都市型水害、身近な生物の消滅
・流域圏での開発の進行
　保水能力の低下、自然生態系の劣化

全体システムの問題点

　・都市、農地、河川等個
別事業、区域毎に事業展開
　　　　　　　　↓
　・流域圏全体の水環境、
生態系の最適化が困難

全体システムとしての水物質循環、生態系の再生

・住民のニーズや地域特性を考慮した流域全体の水物質循環、
生態系の最適化
・全体の環境目標を、関係機関、関係団体合意の上、個々の事業
目標にブレークダウン
・ＮＰＯ等民間との協力を進めるツールの提供により、住民参加型の
流域圏・都市再生を実現、NPO等の活性化促進

本技術開発の内容
水環境再生技術

生態系の保全・回復技術

社会的合意形成

改善効果
施策費用
影響範囲

等

利便性
個人負担
環境影響

等

利害関係者

の視点

行政側の

視点

都市環境改善施策に対して、両方の視点を踏まえて評価

し、合意形成するための社会技術を開発

＋

都市内の空間（道路地下等）に雨水を貯留し
洪水調整、汚濁物質除去、保水能力向上
に利用する技術

汚濁物質の除去能
力の高い微生物を
大量増殖させ処理
に利用する技術

・栄養塩類、発ガン性
化学物質等の除去

植生浄化施設
による栄養塩、
化学物質の
除去

洪水調整、保水機能
向上

生態系モデリング技術：

植生等から生息可能な

動物を予測する

移動経路の設計技術：

各種動物に適した形状

を明らかにする

ネットワークの計画技術：

移動経路の設置位置を

抽出する

既存技術、施策の的確な適用

・処理水の上流還元　　 ・多自然型河川　　・屋上緑化・

・路面清掃　　・人工干潟　・底泥浚渫　・河川内浄化施設

土地利用、浄化能力，
人口、汚濁負荷量

等、の変化を入力
↓

水量、水質、生態系の
変化を予測するなど、

行政、住民等、関係者
が共通して利用でき
る検討手段を提供

流域開発
都市化の

影響

予測・検討
ツール

予測・検討のための
モデル化

自然共生型国土基盤整備プログラムによる
流域圏・都市の再生

都市域

工業地域

海

降雨

水量の増加

河川流量の回復

生態系の回復

安全な水遊び

安全な飲み水

山林の適切な管理

水質改善

多自然型河川の整備

下水処理場の
高度処理化

工場排水の浄化
能力向上

雨水浄化対策

処理水の上流還元

農薬、肥料の
流出防止

雨水利用

ビオトープやせせらぎ等の水
辺空間の再生・創出

地下浸透路面
排水制御

ヒートアイランド
緩和、都市水害

防止

豊かな生態系

工業地域

山地

海

降雨雨水管

汚水管

浄水場

水量の増加

河川流量の回復

生態系の回復

安全な水遊び

安全な飲み水

水質改善

多自然型河川の整備

下水処理場の
高度処理化

工場排水の浄化
能力向上

雨水浄化対策

処理水の上流還元

農薬、肥料の
流出防止

雨水利用

ビオトープやせせらぎ等の水
辺空間の再生・創出

地下浸透路面
排水制御

ヒートアイランド
緩和、都市水害

防止

豊かな生態系

降雨

農地

降雨

地下水層畜産排水の制御畜産排水の制御

緩衝帯（湿地）の設置
施肥管理

緩衝帯（湿地）の設置
施肥管理

山地

自然の浄化機能の回復、負荷の削減

農地農地

畜産排水

降雨

流域圏・都市の現状

工業地域

海

汚水管

農薬、肥料の流出

保水量の減少
土砂の流出、堆積

栄養塩、化学物質の不十分な処理

バイパスによる河川流量減少

都市水路の枯渇

水質汚濁

野生生物の減少

都市域

工業地域

山地

海

雨水管

浄水場

下水処理場

水質汚濁

生物生息空間の喪失

化学物質、
病原微生物

の流出

降雨

排気ガス・ＳＰＭ等

降雨による大気
汚染物質の流出

飲み水の危機

自然の浄化機能の低下、限界を超えた負荷

釣りができて水泳ができる水辺


